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河床材料を指標とした簡便なアユの漁場評価法

[要約] 1.0m×1.0mの方形枠とデジタルカメラを用いることにより、河床材料の総カウ

ント数や、巨石・砂泥のカウント数からアユの漁場を簡便に評価できる。
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［背景・ねらい］

近年、アユを放流しているにもかかわらず、以前よりアユが漁獲できなくなった漁場が

顕在化してきた。アユの漁獲不振を引き起こす要因の１つとして、河床の状態が関連する

ことが明らかになった。そこで、方形枠とデジタルカメラを用いた簡便な方法で河床材料

の粒度組成を調査し、アユの漁場を評価する方法を開発した。

［成果の内容・特徴］

１ 河川敷の水際に1.0m×1.0mの枠内を10cmメッシュに区切った方形枠をサイズの大きい

河床材料が入るよう敷設し、デジタルカメラを用いて鉛直方向から10地点撮影する（図

１ 。）

２ 得られた画像はパソコン等で印刷し、１地点ごとに方形枠内の格子の交点にある堆積

物を計数する（図１ 。10地点のカウント数の平均値を算出し、総カウント数とする。）

堆積物を表１の５つの区分に分類し、区３ 堆積物の長径（図２）から格子の交点にある

分ごとにカウント数の平均値を算出する。

４ 河床材料の総カウント数が70より多く（図３ 、長径25～50cmの巨石の数が1.3より）

小さく（図４ 、砂泥の割合が高い場所では、アユの漁獲が不振になる危険性が高くな）

ると考えられる。

［成果の活用面・留意点］

１ 漁業者や県民が市販の機材を購入するだけで、河床材料の粒度組成を指標としたアユ

漁場の評価ができ、その漁場におけるアユ好不漁の要因解明の一方法となる。

２ 河川では、安全を確かめながら調査を行う必要がある。

３ 河床材料の組成は変化することがあるので、継続的な調査が必要となる。

４ 漁獲不振は、水質の悪化や疾病の発生などによってもおきることがあるため、河床材

料調査以外の調査が必要になる場合がある。



［具体的データ］

図１ 河床材料の調査方法

表１ 河床材料の簡便階級

区 分 長径(cm)

岩 50以上

巨 石 25～50

石 5～25

砂 利 0.4～5

図２ 河床材料の計測部位 砂 泥 0.4未満

図３ 総カウント数と友釣りの釣獲尾数 図４ 巨石カウント数と友釣りの釣獲尾数

との関係 との関係

［その他］
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y = 0.716x + 1.058
R² = 0.462  P=0.002
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